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Max U(C,, Ci} 



















































































（兆円）合計280,403 273,207 282,400 295,301 303,927 

































































































































dP/dr=-{1/(1 +r) }D・P 




dA/ dr= -{1/ (1 + r) }D・A 
dL/ dr= -{1/ (1 + r) }D・L 
が成立するが，この二つのデュレーションの差を取ると，







(3) バリュ ー・アト・リ スク分析
(4) 





































































リターン 従来のリスク・リターン リターン FAS87以降のリスク・リターン
I I I I Equity 
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ある。累積給付債務 (ABO:Accumulated Benefit Obligation)と予測給付債
























引くわけだが，その割引率のことを「予定利率」 (ActuarialInterest Rate) 
と言い，実際に割引計算して現在価値に引き直した総額が「給付現価」 (Pres-
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